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                                                                                1 ⑴ 若年層の自殺者をめぐる長期的な推移若年層の自殺者数は時代とともに大きな変動があった ( 第 1-1 図 ) 若年層の自殺者数は 昭和 30 年代前半をピークとして急激に増加した 20 歳未満 20 歳代 30 歳代のそれぞれの年齢階級で自殺者数が増加しているが 特に 20 歳代の自殺者数が大幅に増加した さらに 全年齢の自殺者数のうち 若年層の占める割合も高かった 例えば 昭和 33 年をみると 20 歳代の自殺者数は 9,079 人であり 全年齢の自殺者数に占める割合は 38.4% に達している なお 平成 25 年において 20 歳代の自殺者数が全年齢の自殺者数に占める割合は 10.3% である 20 歳代の自殺者数が大幅に増加した理由として 戦前の価値観からの転換 社会経済の変化 戦時体験等が考えられる (3 ページ参照 ) この後 20 歳代の自殺者数は昭和 40 年代前半にかけて急激に減少した 一方 30 歳代の自殺者数は昭和 20 年代前半から 50 年代後半にかけて漸次増加してきており 54 年には 20 歳代の自殺者数を超えた 昭和 50 年代後半から 平成 4 年頃までは 20 歳代 30 歳代の自殺者数は減少していたが 9 年から 10 年にかけて 全体の自殺者数が急激に増加する中で 20 歳代 30 歳代の自殺者数も増加した 1 若年層の自殺をめぐる状況資料 : 厚生労働省 人口動態統計 より内閣府作成 10,000 9,000 8,000 7,000 6,000 5,000 4,000 3,000 2,000 1, 歳未満 20 歳代 30 歳代 ( 人 )S22(1947)S24(1949)S26(1951)S28(1953)S30(1955)S32(1957)S34(1959)S36(1961)S38(1963)S40(1965)S42(1967)S44(1969)S46(1971)S48(1973)S50(1975)S52(1977)S54(1979)S56(1981)S58(1983)S60(1985)S62(1987)H1(1989)H3(1991)H5(1993)H7(1995)H9(1997)H11(1999)H13(2001)H15(2003)H17(2005)H19(2007)H21(2009)H23(2011)H25(2013)第 1-1 図自殺者数の推移第1章自殺の現状第 2 節 若年層の自殺をめぐる状況 39
2 ⑵ 最近の若年層の自殺をめぐる状況 ( 若年層の自殺死亡率の動向 ) 平成 10 年以降 20 歳代 30 歳代の自殺死亡率は漸次上昇していたが 近年 全年齢の自殺死亡率が低下していく中で 20 歳代及び 30 歳代の自殺死亡率も緩やかに低下している ( 第 1-2 図 ) しかしながら 全年齢の自殺死亡率は平成 26 年において であり ピーク時からの減少率は 25.9% である それに対して 20 歳代 30 歳代の自殺死亡率は平成 26 年においてそれぞれ であり ピーク時からの減少率は それぞれ 14.4% 19.1% にとどまる とりわけ 20 歳代において 自殺死亡率が十分に低下しているとはいえない ( 第 1-3 表 ) 資料 : 警察庁 自殺統計 総務省 国勢調査 及び総務省 人口推計 より内閣府作成 歳未満 20 歳代 30 歳代全年齢 H1(1989)H2(1990)H3(1991)H4(1992)H5(1993)H6(1994)H7(1995)H8(1996)H9(1997)H11(1999)H12(2000)H10(1998)H13(2001)H14(2002)H15(2003)H16(2004)H17(2005)H18(2006)H19(2007)H21(2009)H20(2008)H23(2011)H22(2010)H26(2014)H25(2013)H24(2012)第 1-2 図自殺死亡率の推移資料 : 警察庁 自殺統計 総務省 国勢調査 及び総務省 人口推計 より内閣府作成ピーク時の自殺死亡率平成 26 年の自殺死亡率ピーク時からの減少率全年齢 27.0( 平成 15 年 ) 25.9% 20 歳代 24.3( 平成 23 年 ) % 30 歳代 26.2( 平成 21 年 ) % 第 1-3 表ピーク時からの自殺死亡率の減少率第 1 章 自殺の現状 40
3 2 節 若年層の自殺をめぐる状況の現状第 20 歳未満の自殺死亡率は平成 26 年において 2.4であり 平成 10 年以降大きく変動していない また 平成 26 年の40 歳代 50 歳代 60 歳代以上の自殺死亡率は それぞれ であり 10 年以降のピーク時からの減少率はそれぞれ32.9% 39.6% 39.8% である 26.9 寄与度自殺死亡率の動向に関して 自殺統計が現行の形となった 平成 19 年以降の自殺の原因 3 動機別の寄与 4 をみると 20 歳代 30 歳代と全年齢とで異なる傾向がみられる ( 第 1-4~ 6 図 ) 20 歳代 30 歳代共に 勤務問題 が一貫して自殺死亡率を引き上げており 特に 20 歳代に顕著な傾向としてみられる 第 1-4 図全年齢の平成 19 年との自殺死亡率差における自殺の原因 動機別寄与度 自殺死亡率H19(2007) )H20( H21(2009)H22(2010)H23(2011)21.8 H24(2012) H25(2013)H26(2014)家庭問題 第1章自殺健康問題経済 生活問題勤務問題 男女問題 学校問題その他の原因 動機不詳その他自殺死亡率 資料 : 警察庁 自殺統計 総務省 人口推計 より内閣府作成 3 原因 動機の分類については 本節末尾 (87 ページ ) 記載の参考表を参照 4 寄与度については 平成 25 年度我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況 ( 平成 26 年版自殺対策白書 ) 第 1 章第 2 節付録 1. 自殺死亡率の差の寄与度分解 参照 41
4 25.0 寄与度自殺死亡率28.4 寄与度自殺死亡率第 1 章 自殺の現状 第 1-5 図 20 歳代の平成 19 年との自殺死亡率差における自殺の原因 動機別寄与度 H19(2007)H20(20 08)H21(2009)H22(2010)H23(2011)22.5 H24(2012) H25(2013)20.8 H26(2014)家庭問題 健康問題経済 生活問題勤務問題男女問題 学校問題 その他の原因 動機 不詳 その他 自殺死亡率 資料 : 警察庁 自殺統計 総務省 人口推計 より内閣府作成 第 1-6 図 30 歳代の平成 19 年との自殺死亡率差における自殺の原因 動機別寄与度 H19(2007) )H20(20H21(2009) H22(2010)25.0 H23(2011) H24(2012) H25(2013)21.2 H26(2014)家庭問題 健康問題経済 生活問題勤務問題男女問題 学校問題 その他の原因 動機 不詳 その他 自殺死亡率 資料 : 警察庁 自殺統計 総務省 人口推計 より内閣府作成 42
5 2 節 若年層の自殺をめぐる状況の現状第 ( 平成 26 年の若年層の自殺者数 ) 平成 26 年の若年層の男女別の自殺者数は男性 4,690 人 女性 1,891 人であり 男女比は 71:29となる 全年齢の男女別自殺者数は男性 1 万 7,219 人 女性 7,999 人であり その男女比は68:32となる 年齢階級別にみると 20 歳未満 20 歳代 30 歳代の自殺者数はそれぞれ536 人 2,668 人 3,377 人である ( 第 1-7 表 ) 原因 動機別にみると 20 歳代 30 歳代の 健康問題 を原因 動機とする自殺者数はそれぞれ902 人 1,426 人である 20 歳代 30 歳代共に 健康問題 は原因 動機の中で自殺者数が一番多くなっているが 全年齢と比べると 健康問題 を原因 動機とする自殺者数の比率は低くなっている また 健康問題 を原因 動機とする自殺は 無職者が多く 次いで被雇用者 勤め人である ( 第 1-8 表 ) 第 1-7 表平成 26 年中の性別 年齢階級 原因 動機別の自殺者数 ( 人 ) 20 歳未満 20 歳代 30 歳代 全年齢 男性自殺者数 373 1,934 2,383 17,219 女性自殺者数 ,999 男女合計自殺者数 536 2,668 3,377 25,218 原因 動機特定者 375 2,001 2,534 18,899 家庭問題 ,623 健康問題 ,426 12,854 経済 生活問題 ,098 勤務問題 ,214 男女問題 学校問題 その他 ,338 不詳 ,319 注 : 原因 動機は 3 つまで計上可能であるため 原因 動機の総和と原因 動機特定者の数は一致しない 資料 : 警察庁 自殺統計 より内閣府作成 第1章自殺第 1-8 表平成 26 年中の年齢階級 職業別の原因 動機別自殺者の数 ( 人 ) 全年齢 20 歳未満 20 歳代 30 歳代 原因 動機特定者 家庭問題 健康問題 経済 生活問題 勤務問題男女問題学校問題その他不詳 自営業 家族従業者 1, 被雇用者 勤め人 5,329 1,055 2,363 1,272 1, ,792 学生 生徒等 無職者 11,420 2,163 9,539 1, ,616 不詳 自営業 家族従業者 被雇用者 勤め人 学生 生徒等 無職者 不詳 自営業 家族従業者 被雇用者 勤め人 学生 生徒等 無職者 不詳 自営業 家族従業者 被雇用者 勤め人 1, 学生 生徒等 無職者 1, 不詳 資料 : 警察庁 自殺統計 より内閣府作成 43
6 充実H12(2000)H14(2002)H16(2004)H18(2006)H20(2008)H22(2010)H24(2012)26(2014)第 1 章 自殺の現状 20 歳代 30 歳代における 勤務問題 を原因 動機とする自殺者数はそれぞれ438 人 505 人である 全年齢と比べると 勤務問題 を原因 動機とする自殺者数の比率は高くなっている また 勤務問題 を原因 動機とする自殺の多くは 被雇用者 勤め人が占めている 経済 生活問題 を原因 動機とする自殺者数は20 歳代で395 人 30 歳代で556 人である 20 歳代 30 歳代 全年齢の間で 経済 生活問題 を原因 動機とする自殺者数の比率に大きな差はみられない 経済 生活問題 を原因 動機とする自殺は 無職者 被雇用者 勤め人が多い 20 歳未満の原因 動機をみると 学校問題 健康問題 家庭問題 の自殺が多い いずれの原因 動機についても 学生 生徒等の自殺者が大半を占める ここでは 置かれた状況と動機の関係をみ てきたが 次項以降で 改めて 有職者 無職者 学生 生徒等といった分類に基づき 自殺者をめぐる状況と対策の方向性を検討する ( 充実感と自殺死亡率 ) 内閣府の世論調査による若者の充実感 5 と自殺死亡率の関係をみると 20 歳代 30 歳代の自殺死亡率は 平成 10 年以降上昇してきたにもかかわらず 充実感を感じている者は減少しておらず むしろ増加傾向にある ( 第 図 ) このことは 生活の中で充実感を感じている若者が増えてはいるものの 一部の若者においては自殺に追い込まれる状況が強まっている可能性があったことがうかがわれる なお ここ数年の傾向としては 若者の自殺死亡率が低下してきており 若者の充実感も上昇している中 若年層の自殺者をめぐる状況は改善しつつある可能性がある 第 1-9 図 20 歳代の充実感と自殺死亡率 9 H(%) 感4 3 1 充実感自殺死亡率 H4H6H8H10(1998)(1992)(1994)(1996)22.0 自 殺死亡18.0 率 資料 : 内閣府 国民生活に関する世論調査 警察庁 自殺統計 総務省 国勢調査 及び総務省 人口推計 より内閣府作成注 : 平成 10 年 12 年の充実感は調査が実施されていないため点線表記となる 5 国民生活に関する世論調査において 日頃の生活の中で どの程度充実感を感じているかを調査しており ここでは 当該調査項目に対し 十分充実感を感じている まあ充実感を感じている と答えた者を 充実感を感じている者 としている 44
7 資料 : 内閣府 国民生活に関する世論調査 警察庁 自殺統計 総務省 国勢調査 及び総務省 人口推計 より内閣府作成注 : 平成 10 年 12 年の充実感は調査が実施されていないため点線表記となる 9 3H26(2014)H24(2012)H22(2010)H20(2008)H12(2000)H14(2002)H16(2004)H18(2006)H4(1992)H6(1994)H8(1996)H10(1998)12.0 充実感自殺死亡率充実感自殺死亡率 (%) 第 1-10 図 30 歳代の充実感と自殺死亡率第1章自殺の現状第 2 節 若年層の自殺をめぐる状況 45
8 第 1 章 自殺の現状 ⑶ 若年層が自殺に追い込まれやすい時間帯 昭和 47 年 ~ 平成 25 年の若年層の曜日 時間帯別の自殺者数をみると 男性の若年層の自殺者数は 全年齢と比較すると午前 0 時台にピークがみられる 一方 全年齢の場合 午 前 0 時に加え 明け方時の自殺者も多い ( 第 図 ) 曜日別の傾向では 若年層 全年齢共に 土曜日から日曜日にかけての午前 0 時前後の時間帯における自殺者数は 他の曜日の同じ時間帯に比べてやや少なくなっている 第 1-11 図 40 歳未満男性の曜日 時間帯別の自殺者数 2,500 ( 人 ) 2,000 1,500 1, 日 月 火 水 木 金 土 資料 : 厚生労働省 人口動態調査 の調査票情報の独自集計 第 1-12 図全年齢男性の曜日 時間帯別の自殺者数 7,000 ( 人 ) 6,000 5,000 4,000 3,000 2,000 1, 日 月 火 水 木 金 土 資料 : 厚生労働省 人口動態調査 の調査票情報の独自集計 46
9 2 節 若年層の自殺をめぐる状況の現状第 女性に関しても 若年層の自殺者数は 男はないものの 6 午前 0 時頃など 若年層が性の場合と同様 全年齢と比較して 午前 0 自殺に追い込まれやすい時間帯が存在する可時台に多くなっている なお 男性と比較し能性があり このような時間帯を意識した対て 女性の場合 日中における自殺者数が多応が重要である 例えば 若年層の自殺に係くなっている ( 第 図 ) る電話相談等の業務を深夜にまで延長し 若以上を踏まえると 理由については定かで年層に周知を徹底することなどが考えられる 第 1-13 図 40 歳未満女性の曜日 時間帯別の自殺者数 800 ( 人 ) 日 月 火 水 木 金 土 資料 : 厚生労働省 人口動態調査 の調査票情報の独自集計 第1章自殺第 1-14 図全年齢女性の曜日 時間帯別の自殺者数 3,500 ( 人 ) 3,000 2,500 2,000 1,500 1, 日 月 火 水 木 金 土 資料 : 厚生労働省 人口動態調査 の調査票情報の独自集計 6 自殺の時間帯については 検案した医師による推定時刻に基づくデータであることなどを踏まえ 様々な角度からの検討が望まれる 47
10 第 1 章 自殺の現状 ⑷ 自殺未遂者への対応の重要性自損行為の救急搬送率 7 は女性の若年層で高く ( 第 1-15 図 ) 自殺者における自殺未遂歴ありの比率をみても 女性の若年層で高くなっている ( 第 1-16 図 ) 例えば 30 歳前後の女性においては 自殺者のほぼ二人に一人は過去に自殺未遂の経験がある 若い女性の自殺者の中には 過去に自殺未遂をし 再度の自殺を企図して 既遂に至ったケースもあろう 一方で 自損行為で救急搬送された際の医師の診断結果をみると 若年層は男性 女性 とも軽症の比率が高く 特に女性において その比率が高くなっている ( 第 図 ) 以上を踏まえると とりわけ20 歳代 30 歳代の女性において 自傷を含め 自殺関連行動を示すものの死亡には至らず 軽症にとどまっている場合も多いことがうかがわれる また 自殺が未遂にとどまった者は再度の自殺企図を図る可能性もあり 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐことは 20 歳代 30 歳代の女性への対策として重要と考えられる 例えば 救急搬送された自殺未遂者に対して カウンセリング等を行い 当該自殺未遂 第 1-15 図自損行為による救急搬送率 ( 人口 10 万人当たりの自損行為の搬送人員数 ) 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 80 歳以上 男 女 資料 : 総務省 人口推計 消防庁 救急搬送人員データ の調査票情報の独自集計より内閣府作成 第 1-16 図平成 19~26 年中の自殺未遂歴ありの比率 6 (%) 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 80 歳以上 男 女 資料 : 警察庁 自殺統計 より内閣府作成 7 自損行為に関する分析は 平成 19~24 年の救急搬送人員データに基づく 48
11 2 節 若年層の自殺をめぐる状況の現状第 者の抱えている問題の解決のために支援団体や専門的な医療機関 行政等につないでいく 80 歳以上 70 歳代 60 歳代 50 歳代 40 歳代 30 歳代 20 歳代 10 歳代 死亡重篤重症中等症軽症その他評価不詳 等 生活に係る きめ細やかな対応を行っていくことが重要であろう 8 第 1-17 図男性の自損行為の搬送人員に対する初診医による重症度評価 (%) 資料 : 消防庁 救急搬送人員データ の調査票情報の独自集計 第 1-18 図女性の自損行為の搬送人員に対する初診医による重症度評価 第1章自殺80 歳以上 歳代 歳代 歳代 歳代 歳代 歳代 歳代 (%) 死亡重篤重症中等症軽症その他評価不詳 資料 : 消防庁 救急搬送人員データ の調査票情報の独自集計 8 若年層に限らず 自殺未遂者に対し支援する取組については 158 ページコラム 14 及び 160 ページコラム 15 参照 49
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        新潟県の自殺の現状 平成 27 年の本県の自殺者数は厚生労働省の人口動態統計によると 504 人です 自殺者数の推移を見ると 平成 10 年に国と同様 中高年男性を中心とした自殺者の急増があり 当時は県内で 800 人を超える方が毎年自ら死を選択されるという状況でした 以後漸減し 平成 27 年の
    

    
        
        新潟県の自殺の現状 平成 7 年の本県の自殺者数は厚生労働省のによると 5 人です 自殺者数の推移を見ると 平成 1 年に国と同様 中高年男性を中心とした自殺者の急増があり 当時は県内で 8 人を超える方が毎年自ら死を選択されるという状況でした 以後漸減し 平成 7 年の 5 人は 平成に入り最少となっています 平成 7 年で見た人口 1 万人当たりの自殺死亡率は. であり 全国平均 (18.5)    

    
        More information 
    




    
        自殺者数の年次推移 平成 26 年の自殺者数は 25,427 人となり 対前年比 1,856 人 ( 約 6.8%) 減 平成 10 年以来 14 年連続して 3 万人を超える状況が続いていたが 3 年連続で 3 万人を下回った 男女別にみると 男性は 5 年連続 女性は 3 年連続で減少した また
    

    
        
        自殺者数の年次推移 平成 26 年の自殺者数は 25,427 人となり 対前年比 1,856 人 ( 約 6.8%) 減 平成 10 年以来 14 年連続して 3 万人を超える状況が続いていたが 3 年連続で 3 万人を下回った 男女別にみると 男性は 5 年連続 女性は 3 年連続で減少した また 男性の自殺者は 女性の約 2 倍となっている ( 単位 : 人 ) 35,000 32,863(H10)    
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        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        総務省消防庁が有する自損行為による救急搬送事例に関する分析 ー全国および都道府県別ー 平成 25 年 12 月 ( 独 ) 国立精神 神経医療研究センター 精神保健研究所自殺予防総合対策センター 研究の背景 政府が推進すべき自殺対策の指針 自殺総合対策大綱 では 自殺未遂者やその家族が必要に応じて精神科医療や生活再建の支援が受けられる体制の整備など 自殺未遂者対策の推進が大きな課題として謳われている    

    
        More information 
    




    
        平成29年版高齢社会白書（全体版）
    

    
        
        第 1 章 高齢化の状況 第 1 節 高齢化の状況 1 高齢化の現状と将来像 (1) 高齢化率は 7.3% 我が国の総人口は 平成 8(1) 年 1 月 1 日現在 1 億,93 万人となっている 5 歳以上の高齢者人口は 3,59 万人となり 総人口に占める割合 ( 高齢化率 ) も7.3% となった 5 歳以上の高齢者人口を男女別にみると 男性は1,5 万人 女性は1,959 万人で 性比 (    

    
        More information 
    




    
        Taro-鳥取における自死の現状（平
    

    
        
        鳥取県における自死の状況 ~ 平成 24 年の統計 ~ 鳥取県自死対策情報センター 平成 25 年 12 月 目 次 Ⅰ 内閣府 警察庁 平成 24 年中における自殺の状況 より 1 全国の状況 1 2 鳥取県の状況 4 Ⅱ 厚生労働省 口動態統計 より 1 全国の状況 6 2 鳥取県の状況 7 3 地域ごとの状況 8 Ⅲ 資 料 1 自殺者数 自殺死亡率の年次推移 ( 警察庁 自殺統計 ) 1 2    
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        平成27年版高齢社会白書（全体版）
    

    
        
        第 1 章 高齢化の状況 第 1 節 高齢化の状況 1 高齢化の現状と将来像 (1) 高齢化率が 26.% に上昇我が国の総人口は 平成 26(214) 年 1 月 1 日現在 1 億 2,78 万人と 23(211) 年から4 年連続の減少であった 65 歳以上の高齢者人口は 過去最高の3,3 万人 ( 前年 3,19 万人 ) となり 総人口に占める割合 ( 高齢化率 ) も26.%( 前年 25.1%)    

    
        More information 
    




    
        4 年齢階級別の死因山形県の平成 28 年の死因順位は 20 歳から 34 歳までの各階級において自殺が1 位となっているほか 64 歳までの各階級においても死因順位の上位にあり おおむね全国と同様の傾向が見られます < 表 7> 年齢階級別の死因順位 死亡者数 ( 山形県 ) 年齢階級 総死亡者数
    

    
        
        4 年齢階級別の死因山形県の平成 28 年の死因順位は 20 歳から 34 歳までの各階級において自殺が 位となっているほか 64 歳までの各階級においても死因順位の上位にあり おおむね全国と同様の傾向が見られます < 表 7> 年齢階級別の死因順位 死亡者数 ( 山形県 ) 年齢階級 総死亡者数 位 2 位 3 位 4 位死因死者数死因死者数死因死者数死因死者数 全年齢階級 5,8 悪性新生物 4,00    

    
        More information 
    




    
        平成 25 年自殺統計データの解析結果の正誤について 平成 25 年 7 月 30 日に公開した 神奈川県警察本部から自殺統計データの提 供を受け集計 分析した 平成 25 年解析結果 の 9 頁 (12) 自殺未遂歴の有無 の解説文 ( 数値 ) に誤りがありました 以下のように訂正いたします 平
    

    
        
        平成 25 年自殺統計データの解析結果の正誤について 平成 25 年 7 月 3 日に公開した 神奈川県警察本部から自殺統計データの提 供を受け集計 分析した 平成 25 年解析結果 の 9 頁 (12) 自殺未遂歴の有無 の解説文 ( 数値 ) に誤りがありました 以下のように訂正いたします 平成 27 年 2 月 27 日 正誤表 ( 下線 ( 赤字 ) 部分の数値が訂正部分 ) 自殺未遂歴の有無についてみると    
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        資料 4-1 生活保護受給者の自殺者数について 平成 2 2 年 4 月 9 日厚生労働省社会 援護局保護課 生活保護受給者の自殺者調べの概要及び留意点 本調べは 1 月 1 日 ~ 12 月 31 日の 3 年間に生活保護受給中 ( 停止中を含む ) に自殺又は自殺と推定された死亡者 ( 以下 自殺者 という ) の状況をまとめたものである ( 注 ) 自殺者とは 死亡診断書又は死体検案書若しくはケース台帳等から自殺又は自殺と推定される死亡者をいう    

    
        More information 
    




    
        内閣府自殺対策推進室提出資料 平成 23 年 6 月 15 日内閣府自殺対策推進室内閣府経済社会総合研究所自殺分析班警察庁厚生労働省 東日本大震災に関連する自殺の実態把握について 平成 23 年 3 月 11 日に発災した東日本大震災に関連する自殺の実態把握について 以下 のとおり実施する 1. 定
    

    
        
        内閣府自殺対策推進室提出資料 平成 23 年 6 月 15 日内閣府自殺対策推進室内閣府経済社会総合研究所自殺分析班警察庁厚生労働省 東日本大震災に関連する自殺の実態把握について 平成 23 年 3 月 11 日に発災した東日本大震災に関連する自殺の実態把握について 以下 のとおり実施する 1. 定義 東日本大震災に関連する自殺 とは (1) から (5) のいずれかの要件に該当する自殺をいう (1)    

    
        More information 
    




    
        平成 2 8 年 6 月 平成 27 年中における行方不明者の状況 警察庁生活安全局生活安全企画課
    

    
        
        平成 2 8 年 6 月 平成 27 年中における行方不明者の状況 警察庁生活安全局生活安全企画課 平成 2 7 年中における行方不明者の状況 目次 行方不明者の総数 性別 1 年齢別行方不明者数 2 原因 動機別行方不明者数 3 所在確認数 4 年次別行方不明者届受理状況 5 参考 注本資料における行方不明者とは 警察に行方不明者届が出された者の数である 平成 2 7 年中における行方不明者の状況    

    
        More information 
    




    
        静岡県自殺対策行動計画
    

    
        
        いのちを支える ふじのくに 自殺総合対策行動計画の概要 第 1 章計画策定の趣旨等 1 計画策定の趣旨 2 計画の位置づけ 静岡県における自殺対策を総合 的 効果的に進める基本方向を 定め 関係機関 団体と連携し て具体的に施策を推進するた め 本計画を策定 自殺対策基本法第 4 条の規定に基づき策定 静岡県総合計画 の分野別計画で 静岡県が取り組むべき 自殺対策の行動計画として策定 3 計画の期間    

    
        More information 
    




    
        目 次 札幌市における自殺の概要 について 1 第 1 部札幌市の自殺の現状 1. 死因順位別にみた年齢階級 死亡数 死亡率 構成割合 3 2. 厚生労働省 人口動態統計 に基づく自殺者数の推移 6 3. 厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 に基づく自殺者数の推移 8 第 2 部性別及びライフス
    

    
        
        札幌市における自殺の概要 平成 30 年 12 月 目 次 札幌市における自殺の概要 について 1 第 1 部札幌市の自殺の現状 1. 死因順位別にみた年齢階級 死亡数 死亡率 構成割合 3 2. 厚生労働省 人口動態統計 に基づく自殺者数の推移 6 3. 厚生労働省 地域における自殺の基礎資料 に基づく自殺者数の推移 8 第 2 部性別及びライフステージごとにみた自殺の実態 1. 未成年者の自殺    
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        自殺予防に関する調査結果報告書
    

    
        
        -1- -2- -3- -4- -5- -6- -7- -8- -9- -10- -11- -12- -13- -14- -15- -16- -17- -18- -19- -20- -21- -22- -23- -24- -25- -26- -27- -28- -29- -30- -31- -32- -33- -34- -35- -36- -37- -38- -39- -40- -41- -42-    
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        第 1 章平成 27 年中における自殺の概要 平成 27 年中における自殺の状況目次 1 第 2 章平成 27 年中における自殺の内訳 3 自殺者の年次比較 ( 表 1~ 表 4) 4 年齢階級別 原因 動機別自殺者数 ( 表 5) 6 職業別 原因 動機別自殺者数 ( 表 6) 7 年齢階級別 職
    

    
        
        平成 27 年中における自殺の状況 平成 28 年 3 月 18 日 内閣府自殺対策推進室警察庁生活安全局生活安全企画課 第 1 章平成 27 年中における自殺の概要 平成 27 年中における自殺の状況目次 1 第 2 章平成 27 年中における自殺の内訳 3 自殺者の年次比較 ( 表 1~ 表 4) 4 年齢階級別 原因 動機別自殺者数 ( 表 5) 6 職業別 原因 動機別自殺者数 ( 表 6)    

    
        More information 
    




    
        平成 26 年中における自殺の状況 平成 27 年 3 月 12 日 内閣府自殺対策推進室警察庁生活安全局生活安全企画課
    

    
        
        平成 26 年中における自殺の状況 平成 27 年 3 月 12 日 内閣府自殺対策推進室警察庁生活安全局生活安全企画課 第 1 章平成 26 年中における自殺の概要 平成 26 年中における自殺の状況目次 1 第 2 章平成 26 年中における自殺の内訳 3 自殺者の年次比較 ( 表 1~ 表 4) 4 年齢階級別 原因 動機別自殺者数 ( 表 5) 6 職業別 原因 動機別自殺者数 ( 表 6)    

    
        More information 
    




    
        資料 4 明石市の人口動向のポイント 平成 27 年中の人口の動きと近年の推移 参考資料 1: 人口の動き ( 平成 27 年中の人口動態 ) 参照 ⑴ 総人口 ( 参考資料 1:P.1 P.12~13) 明石市の総人口は平成 27 年 10 月 1 日現在で 293,509 人 POINT 総人口
    

    
        
        資料 4 明石市の人口動向のポイント 平成 27 年中の人口の動きと近年の推移 参考資料 1: 人口の動き ( 平成 27 年中の人口動態 ) 参照 ⑴ 総人口 ( 参考資料 1:P.1 P.12~13) 明石市の総人口は平成 27 年 10 月 1 日現在で 293,509 人 総人口は3 年連続で増加し 昨年から496 人増 明石市の総人口は 平成 27 年 10 月 1 日現在で293,509    

    
        More information 
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        第 1 章 人口と世帯 第 1 第節 1 節人口の構成 1 男女別人口平成 22 年の 国勢調査 によると 本道の総人口は 550 万 7 千人 そのうち女性は290 万 3 千人 男性は260 万 4 千人で 女性は男性より29 万 9 千人多く 本道の総人口の52.7 % を占めています 男女別の人口の推移をみると 女性の人口増加率は 戦争の影響による一時期を除き男性と比べ高く 昭和 40 年には男女の人口比率が逆転して女性が男性を上回り    

    
        More information 
    




    
        < F2D906C8CFB93AE91D48A77322E6A7464>
    

    
        
        第 2 回 日本の人口動態 : 出生と死亡 日本の人口は 移動による変化がほとんどないので 基本的に出生と死亡によって変化してきた ( 戦前は 植民地への移動や植民地からの移動も見られたが 以下の統計は 植民地の人口を差し引いている ) 1. 日本の人口推移厚生労働省人口動態統計による人口推計 太平洋戦争末期に 人口が停滞ないし減少したが その後は 1980 年代まで増加 1990 年以降 伸びが止まり    

    
        More information 
    




    
        平成 29 年中の救急出動件数等 ( 速報値 ) の公表 平成 30 年 3 月 14 日 消防庁 平成 29 年中の救急出動件数等の速報値を取りまとめましたので公表します U 救急出動件数 搬送人員とも過去最多 平成 29 年中の救急自動車による救急出動件数は 634 万 2,096 件 ( 対前
    

    
        
        平成 29 年中の救急出動件数等 ( 速報値 ) の公表 平成 30 年 3 月 14 日 消防庁 平成 29 年中の救急出動件数等の速報値を取りまとめましたので公表します U 救急出動件数 搬送人員とも過去最多 平成 29 年中の救急自動車による救急出動件数は 634 万 2,096 件 ( 対前年比 13 万 2,132 件 増 2.1% 増 ) 搬送人員は 573 万 5,915 人 ( 対前年比    
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        図表 1 人口と高齢化率の推移と見通し ( 億人 ) 歳以上人口 推計 高齢化率 ( 右目盛 ) ~64 歳人口 ~14 歳人口 212 年推計 217 年推計
    

    
        
        みずほインサイト 政策 217 年 5 月 31 日 少子高齢化で労働力人口は 4 割減労働力率引き上げの鍵を握る働き方改革 政策調査部上席主任研究員堀江奈保子 3-3591-138 naoko.horie@mizuho-ri.co.jp 216 年の労働力人口は 6,648 万人 労働力率は 6% であるが 男女別 年齢 5 歳階級別の労働力率を同じとすれば 265 年の労働力人口は 4, 万人弱と約    
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        親と同居の未婚者の最近の状況（2016 年）
    

    
        
        総務省統計研修所 2017 年 2 月 3 日 西文彦 親と同居の未婚者の最近の状況 (2016 年 ) Ⅰ. はじめに総務省統計研修所における調査研究の一環として 近年 一貫して完全失業率の高い 親と同居の未婚者 について研究分析を行ったので その結果の概要を紹介する 以下に述べることは筆者の個人的な見解である Ⅱ. 使用したデータと用語の定義 本稿で紹介する統計は 総務省統計局が毎月実施している労働力調査    
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        第 3 節食料消費の動向と食育の推進 表 食料消費支出の対前年実質増減率の推移 平成 17 (2005) 年 18 (2006) 19 (2007) 20 (2008) 21 (2009) 22 (2010) 23 (2011) 24 (2012) 食料
    

    
        
        1部第2章第 3 節 食料消費の動向と食育の推進 (1) 食料消費をめぐる動き ( 微減傾向で推移してきた食料消費支出は平成 24 年に 1% 増加 ) 近年 消費者世帯における実質消費支出が微減傾向で推移する中 平成 24(2012) 年における消費 者世帯 ( 二人以上の世帯 ) の実質消費支出 ( 全体 ) は 交通 通信 家具 家事用品 保健医療等の支出が増加したことから 前年に比べて1.1%    
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        平成28年版高齢社会白書（概要版）
    

    
        
        平成 27 年度高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況 第 1 章 高齢化の状況 第 1 節 高齢化の状況 高齢化の現状と将来像 高齢化率は 26.7% 我が国の総人口は平成 27(201) 年 10 月 1 日現在 1 億 2,711 万人 ( 表 1-1-1) 6 歳以上の高齢者人口は 3,392 万人 6 歳以上を男女別にみると 男性は1,466 万人 女性は1,926 万人で 性比 ( 女性人口    

    
        More information 
    




    
        シニア層の健康志向に支えられるフィットネスクラブ
    

    
        
        シニア層の健康志向に支えられるフィットネスクラブ 第 3 次産業活動指数 (17 年 =1 季節調整済) で 15~24 年の スポーツ施設提供業 の推移をみると スポーツ施設提供業 ( 全体 ) が横ばい傾向で推移する中 内訳の一つである フィットネスクラブ は上昇傾向で推移している ( 第 1 図 ) 以下では フィットネスクラブ に焦点を当て 特定サービス産業動態統計で利用者数及び売上高の動向を見るとともに    

    
        More information 
    




    
        年齢調整死亡率 (-19 歳 ) の年次推移 ( :1999-1) 1 男性 女性 年齢調整死亡率 -19 年齢調整死亡率 年齢調整死亡率 -19 年齢調整死亡率
    

    
        
        1973 198 198 199 199 1999 1 3 4 5 6 7 8 9 1 11 1 年齢調整死亡率の年次推移 ( :1999-1) 9 8 7 6 5 4 3 1 男性 女性 粗死亡率 年齢調整死亡率 粗死亡率 年齢調整死亡率 1973 198 198 199 199 1999 6.1 7.64 6.19 5.84 5.73 4.87 3.4.33 7.6 7.83 7.6 5.7 7.94    
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        平成 27(2015) 年エイズ発生動向 概要 厚生労働省エイズ動向委員会エイズ動向委員会は 3 ヶ月ごとに委員会を開催し 都道府県等からの報告に基づき日本国内の患者発生動向を把握し公表している 本稿では 平成 27(2015) 年 1 年間の発生動向の概要を報告する 2015 年に報告された HI
    

    
        
        平成 27(2015) 年エイズ発生動向 概要 厚生労働省エイズ動向委員会エイズ動向委員会は 3 ヶ月ごとに委員会を開催し 都道府県等からの報告に基づき日本国内の患者発生動向を把握し公表している 本稿では 平成 27(2015) 年 1 年間の発生動向の概要を報告する 2015 年に報告された HIV 感染者数は 1,006 件 AIDS 患者数は 428 件であり 両者を合わせた新規報告件数は 1,434    

    
        More information 
    




    
        第 2 章 産業社会の変化と勤労者生活
    

    
        
        第 2 章 産業社会の変化と勤労者生活  戦後日本経済と産業構造 1 節 2 第章産業社会の変化と勤労者生活 1950 年代から 70 年代にかけ 急速な工業化を通じて高度経済成長を達成した我が国経済第は その後 サービス化 情報化を伴いながら進展する ポスト工業化 の時代の中を進んでいる ポスト工業化 社会では 社会の成熟化に伴い 物質的な豊かさだけでなく精神 1 節第的な充足も重視され 企業には    
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        (2) 高齢者の福祉 ア 要支援 要介護認定者数の推移 介護保険制度が始まった平成 12 年度と平成 24 年度と比較すると 65 歳以上の第 1 号被保険者のうち 要介護者又は要支援者と認定された人は 平成 12 年度末では約 247 万 1 千人であったのが 平成 24 年度末には約 545 万
    

    
        
        (2) 高齢者の福祉 ア 要支援 要介護認定者数の推移 介護保険制度が始まった平成 12 年度と平成 24 年度と比較すると 65 歳以上の第 1 号被保険者のうち 要介護者又は要支援者と認定された人は 平成 12 年度末では約 247 万 1 千人であったのが 平成 24 年度末には約 545 万 7 千人と約 2.2 倍に増加しており これは第 1 号被保険者の約 38% 増の伸びと比較して高くなっており    

    
        More information 
    




    
        3.HWIS におけるサービスの拡充 HWISにおいては 平成 15 年度のサービス開始以降 主にハローワーク求人情報の提供を行っている 全国のハローワークで受理した求人情報のうち 求人者からインターネット公開希望があったものを HWIS に公開しているが 公開求人割合は年々増加しており 平成 27
    

    
        
        労働市場分析レポート第 71 号平成 28 年 10 月 28 日 ハローワークインターネットサービスの利用による求職活動 ハローワークインターネットサービス ( 以下 HWIS という ) とは オンラインで 全国のハローワークで受理した求人情報のほか 求職者向け情報 ( 雇用保険手続き案内 職務経歴書の書き方 ) 事業主向け情報( 求人申込手続きの案内 雇用保険 助成金の案内 ) を提供しているハローワークのサービスである    
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        図 3. 新規 HIV 感染者報告数の国籍別 性別年次推移 図 4. 新規 AIDS 患者報告数の国籍別 性別年次推移 (2) 感染経路 1 HIV 感染者 2016 年の HIV 感染者報告例の感染経路で 異性間の性的接触による感染が 170 件 (16.8%) 同性間の性的接触による感染が 73
    

    
        
        Ⅰ. 平成 28(2016) 年エイズ発生動向 概要 厚生労働省エイズ動向委員会エイズ動向委員会は 都道府県等からの報告に基づき日本国内の患者発生動向を把握し公表している 本稿では 平成 28(2016) 年 1 年間の発生動向の概要を報告する 2016 年に報告された HIV 感染者数は 1,011 件 AIDS 患者数は 437 件であり 両者を合わせた新規報告件数は 1,448 件であった 2016    
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        スライド 1
    

    
        
        平成 29 年中における自殺の状況 平成 30 年 3 月 16 日 厚生労働省自殺対策推進室 警察庁生活安全局生活安全企画課 平成 29 年中における自殺の状況目次 第 1 章平成 29 年中における自殺の概況 1 第 2 章平成 29 年中における自殺の概要 21 第 3 章平成 29 年における自殺の内訳 23 自殺者の年次比較 ( 表 1~ 表 4) 24 年齢階級別 原因 動機別自殺者数    
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        参考資料 3 千葉市における自殺の実態調査 報告書 平成 26 年 3 月 千葉市  目次 序章調査の概要 1 1 調査の目的 2 2 調査の方法 2 第 1 章千葉市における自殺の実態 : 人口動態統計を用いた分析 5 1 自殺死亡数の年次推移 6 2 自殺死亡率の年次推移 7 3 年齢調整自殺死亡率の年次推移 8 4 標準化死亡比の年次推移 8 5 年齢階級別自殺死亡率の年次推移 9 6 男女別    
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        小樽市における自殺の分析報告書 平成 28 年 3 月 小樽市 1
    

    
        
        小樽市における自殺の分析報告書 平成 28 年 3 月 小樽市 1 もくじ はじめに P3 1 分析について P4 2 自殺者数 自殺死亡率 (1) 自殺者数 自殺死亡率 ( 総数 ) P5 (2) 自殺者数 自殺死亡率 ( 男性 ) P6 (3) 自殺者数 自殺死亡率 ( 女性 ) P8 3 性別 P10 4 年齢 (1) 小樽市年齢別自殺者数 ( 総数 ) P13 (2) 小樽市年齢別自殺者数    

    
        More information 
    




    
        平成30年版高齢社会白書（概要版）（PDF版）
    

    
        
        第 2 節 高齢期の暮らしの動向 1 就業 所得 経済的な暮らし向きに心配ないと感じる 6 歳以上の者は 64.6% 6 歳以上の者の経済的な暮らし向きについてみると 心配ない ( 家計にゆとりがあり まったく心配なく暮らしている と 家計にあまりゆとりはないが それほど心配なく暮らしている の計 ) と感じている人の割合は全体で64.6% であり 年齢階級別にみると 年齢階層が高いほど 心配ない    
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        平成１７年
    

    
        
        (2) 死亡 ア死亡数及び死亡率 死亡数は 63,466 人で 前年の 62,565 人より 901 人増加した 死亡率は人口千人に対し 8.9 で 前年の 8.7 を 0.2 ポイント上回った 全国 (10.5) より 1.6 ポイント下回っている 死亡率の年次推移をみると 昭和 35 年 7.9 昭和 45 年 5.7 昭和 55 年 4.5 と低下し 以降 4.5 前後で推移していたが 昭和    
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        2 ( 178 9)
    

    
        
        ( 1,876.58 km2) 98 ( 11 ) ( 21 ) 4 17 (8 9 ) 28 6 1? H25.12 11,998 489.5 H26.12 13,392 111.6% 565.5 115.5% H27.12 13,828 103.3% 476.8 84.3% H25.12 84 4.5 H26.12 132 157.1% 5 111.1% H27.12 95 72.0 2.56    
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        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        平成 29 年 9 月 29 日 地方創生 行財政改革調査特別委員会資料政策企画監室 資料 1-2 島根県の概況 人 口 1 人口動態 県人口は 平均して年間約 5 千人の減少が継続 少子 高齢化が進行し 生産活動の中核をなす 15~64 歳の人口も減少傾向 ( 万人 ) 県人口 ( 年齢 3 区分別 ) の推移 8 74.2 71.7 総人口 69.7 69.4 69. 7 年齢 3 区分別人口    
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        m3 m3 m3 280 281 m3 m3 282 283 ⑴ ⑵ m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 284 ⑵ m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 m3 ⑶ ⑷ 285 ⑴ 286 ⑵ ⑶ 287 (1) 92.3 288 289 (2) 40,700 () () () () () () () () () () () ( ) () () () () (ha)    
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        ⑴ ⑵ ⑶ ⑷                                     A C B ( D Other A C B ( D 1996/2/1 1996/3/1 1996/6/1 1996/8/1 1996/9/1 1997/3/1 1997/5/1 1997/6/1 1997/6/1 1997/6/1 1997/10/1 1997/10/1 1997/10/1 1997/11/1 1997/11/1    
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        C. 研究結果 考察 1, 全国統計にみた自殺の次推移 ( 表 1 図 1) 1899~23 以降の全国人口動態統計からの推移をみてみると 第二次世界大戦前の自殺死亡率は 12~22 前後で大戦後よりも低値であった 一方 毎の全 人当たりのについても大戦前は 6~13 と大戦後に比較して低かった 全
    

    
        
        平成 16 度厚生労働科学研究費補助金 ( こころの健康科学研究事業 ) 自殺の実態に基づく予防対策の推進に関する研究分担研究報告書 自殺の実態に関する法医学的研究 - 東京都区部と茨城県の異状死体取り扱いデータを用いた自殺の実態調査と全国統計との比較 および精神疾患と自殺との関連 - 分担研究者山崎健太郎筑波剖検センター長 研究要旨目的 = 自殺の実態を把握するために 東京都区部と茨城県の検案データを基に    
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        スライド 1
    

    
        
        平成 28 年中における自殺の状況 平成 29 年 3 月 23 日 厚生労働省自殺対策推進室警察庁生活安全局生活安全企画課 平成 28 年中における自殺の状況目次 第 1 章平成 28 年中における自殺の概況 1 第 2 章平成 28 年中における自殺の概要 21 第 3 章平成 28 年における自殺の内訳 23 自殺者の年次比較 ( 表 1~ 表 4) 24 年齢階級別 原因 動機別自殺者数 (    
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        -1 - -2 - ⑴ ⑵ -3 - ⑶ -4 - ⑴ ⑵ ⑶ -5 - ⑷ 6,268 16 23,256,247.299 39.48 8,385. 34 35 2 2,117. 34 4 3,936 8 16,544,761.1 28.8 5,625. 927 35 14 1,689. 927 6 872 6 7,765,329.122 13.18 3,83. 554 17 7 2,211. 554    
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        親と同居の壮年未婚者 2014 年
    

    
        
        2015 年 11 月 30 日 総務省統計研修所 西文彦 親と同居の壮年未婚者 2014 年 1. はじめに総務省統計研修所における調査研究の一環として 近年 総じて増加傾向にある 親と同居の壮年未婚者 (35~44 歳 ) について研究分析を行ったので その結果の概要を紹介する 以下に述べることは筆者の個人的な見解である 1) 2. 使用したデータと用語の定義本稿で紹介する統計は 総務省統計局が毎月実施している労働力調査    
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        イノベーションの担い手の活動状況08
    

    
        
        大学等 大学等の女性教員数 女性教員は平成 18 年度以降 一貫して増加している 全大学 国立大学ともに女性教員数および割合が平成 18 年度以降一貫して増加している 平成 18 年度と比較して 平成 28 年度の女性教員数は 全大学 国立大学ともに約 1.5 倍となっている 図表 1 女性教員数 割合 ( 全大学 国立大学 ) ( 人 ) 50,000 23.7% 25% 45,000 40,000    
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        人 ) 195 年 1955 年 196 年 1965 年 197 年 1975 年 198 年 1985 年 199 年 1995 年 2 年 25 年 21 年 215 年 22 年 225 年 23 年 235 年 24 年 第 1 人口の現状分析 過去から現在に至る人口の推移を把握し その背
    

    
        
        新ひだか町人口ビジョン 概要版 新ひだか町 人 ) 195 年 1955 年 196 年 1965 年 197 年 1975 年 198 年 1985 年 199 年 1995 年 2 年 25 年 21 年 215 年 22 年 225 年 23 年 235 年 24 年 第 1 人口の現状分析 過去から現在に至る人口の推移を把握し その背景を分析することにより 講ずべき施策の検討材料を得ることを目的として    

    
        More information 
    




    
        Microsoft PowerPoint - shiryou02-05_life.ppt
    

    
        
        1 大阪の現状と課題 資料 5 (3) 暮らしの現状 個人の人生における状況 生活保護率の推移 比較 平均余命の推移 比較 個人のお金にまつわる状況 一人あたり所得の推移 比較 貯蓄現在高の推移 比較 平均消費性向の推移 比較 完全実業率の推移 比較 社会の状況 刑法犯認知件数の推移 比較 大学数の推移 比較 大学進学率の推移 比較 若年層の人口移動状況 学術研究機関数の推移 比較 ホームレスの推移    
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        平成27年国勢調査世帯構造等基本集計結果の概要
    

    
        
        平成 27 年 国勢調査 世帯構造等基本集計結果の概要 平成 29 年 11 月 札幌市まちづくり政策局政策企画部企画課 用語の解説や利用上の注意などについては 総務省統計局のホームページ (http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/index.htm) をご覧ください 2 平成 27 年 10 月 1 日現在で実施された平成 27 年国勢調査の世帯構造等基本集計結果が公表されましたので    

    
        More information 
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        ( 万人 ) 図 1 12 大都市の人口の推移 H 注 1) 各 10 月 1 日現在の推計人口
    

    
        
        統計レポート 平成 21 5 月掲載 12 大都市の人口の推移比較平成元以降 平成元 ~ 平成 20 の間のの人口動向については 名古屋の人口 20 のあゆみ (http://www.city.nagoya.jp/shisei/toukei/web/chousa/jinkou/) として公表したところですが 関連して 平成元時に政令市であったを含む 11 の都市との計 12 大都市を比較してみましたので    
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        ふくい経済トピックス ( 就業編 ) 共働き率日本一の福井県 平成 2 2 年 1 0 月の国勢調査結果によると 福井県の共働き率は % と全国の % を 1 1 ポイント上回り 今回も福井県が 共働き率日本一 となりました しかし 2 0 年前の平成 2 年の共働き率は
    

    
        
        ふくい経済トピックス ( 就業編 ) 共働き日本一の福井県 平成 2 2 年 1 0 月の国勢調査結果によると 福井県の共働きは 5 6. 8 % と全国の 4 5. 4 % を 1 1 ポイント上回り 今回も福井県が 共働き日本一 となりました しかし 2 0 年前の平成 2 年の共働きは 6 6. 5 % であったことをみると 1 0 ポイント近く減少しています これは 夫婦ともに 長生き になったことで    
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        3 調査項目一覧 分類問調査項目 属性 1 男女平等意識 F 基本属性 ( 性別 年齢 雇用形態 未既婚 配偶者の雇用形態 家族構成 居住地 ) 12 年調査 比較分析 17 年調査 22 年調査 (1) 男女の平等感 (2) 男女平等になるために重要なこと (3) 男女の役割分担意
    

    
        
        第 1 章 アンケート調査概要 1 調査の目的 宮崎県における男女共同参画に関する意識と実態を統計的に把握し 今後の男女共同参画施策 の一層の推進を図るための基礎資料を得ることを目的として実施した 2 調査の設計と内容 1 調査地域 : 宮崎県全域 2 調査対象 : 宮崎県在住の 20 歳以上の男女 3,000 人 ( 男女各 1,500 人 ) 3 抽出方法 : 無作為抽出 4 調査方法 : 郵送配付    
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        2005 年ファイル交換ソフト利用実態調査結果の概要 2005 年 5 月 31 日 目次 調査方法...2 ファイル交換ソフトの利用者数の実態 ファイル交換ソフトの利用率とその変化 ファイル交換ソフトの利用者数とその変化...5 ファイル交換の実態 利用されてい
    

    
        
        2005 年ファイル交換ソフト利用実態調査結果の概要 2005 年 5 月 31 日 目次 調査方法...2 ファイル交換ソフトの利用者数の実態...4 1 ファイル交換ソフトの利用率とその変化...4 2 ファイル交換ソフトの利用者数とその変化...5 ファイル交換の実態...6 1 利用されているファイル交換ソフト...6 2 ファイル交換の対象とされたコンテンツの種類...7 3 ダウンロードされたファイル数    
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        別紙 2 年シミュレーション結果 26 年 6 月 社団法人経済同友会 人口一億人時代の日本委員会 1. シミュレーションの前提 (1) 人口動態の前提 P1 (2) その他の主な前提条件 P2 (3) 実質 GDPの決定要素 P3 2. シミュレーション結果 ~ (1) 実質 GDPの寄与度分解 P4 (2) 実質 GDP P5 (3) 国民一人当たり実質 GDP P6 (4) プライマリーバランスと政府債務残高    

    
        More information 
    




    
        CW6_A3657D13.indd
    

    
        
        3節 労働時間の動向41 第 1 章労働経済の推移と特徴第第 3 節 労働時間の動向 緩やかな景気回復により 労働時間はどのように変化したのかみていこう 9 労働時間の概観まず近年の労働時間の動向について概観していこう 第 1-(3)-1 図では 27 年から 215 年にかけての5 人以上規模事業所における労働時間の月間総実労働時間の推移を示している 総実労働時間の推移をみると リーマンショック前の    

    
        More information 
    




    
        人口 世帯に関する項目 (1) 人口増加率 0.07% 指標の説明 人口増加率 とは ある期間の始めの時点の人口総数に対する 期間中の人口増加数 ( 自然増減 + 社会増減 ) の割合で 人口の変化量を総合的に表す指標として用いられる 指標の算出根拠 基礎データの資料 人口増加率 = 期間中の人口増
    

    
        
        (1) 人口増加率 0.07% 人口増加率 とは ある期間の始めの時点の人口総数に対する 期間中の人口増加数 ( 自然増減 + 社会増減 ) の割合で 人口の変化量を総合的に表す指標として用いられる 人口増加率 = 期間中の人口増加数 期間の始めの人口総数 人口増加数 :65 人 期間の始めの人口総数 :96,540 人 ( 平成 27 年 10 月 ~ 平成 28 年 9 月 ) 平成 17 年    

    
        More information 
    




    
        <904D8F428CF68F4F897190B68E478E8F332D325F E2E656339>
    

    
        
        信州公衆衛生雑誌,:~, 長野県における平成 年の自殺者の傾向について 小泉典章 出澤総子 髙橋明日香 長野県精神保健福祉センター CharacteristicsofsuicideinNaganoPrefecturein2007 NoriakiKOIZUMI,SoukoIDEZAWA,AsukaTAKAHASHI MentalhealthandwelfarecenterinNaganoPrefecture    

    
        More information 
    




    
        統計トピックスNo.92急増するネットショッピングの実態を探る
    

    
        
        平成 28 年 3 月 3 日 統計トピックス No.92 急増するネットショッピングの実態を探る - 家計消費状況調査 平成 26 年全国消費実態調査 の結果から - 世帯におけるインターネットを通じた財 ( 商品 ) やサービスの購入 ( 以下 ネットショッピング という ) が急速に増えてきています このような状況を踏まえ ネットショッピングの実態を正確かつ詳細に把握するため 総務省統計局では家計調査を補完する    
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        このジニ係数は 所得等の格差を示すときに用いられる指標であり 所得等が完全に平等に分配されている場合に比べて どれだけ分配が偏っているかを数値で示す ジニ係数は 0~1の値をとり 0 に近づくほど格差が小さく 1に近づくほど格差が大きいことを表す したがって 年間収入のジニ係数が上昇しているというこ
    

    
        
        大格差みずほインサイト 政策 2017 年 1 月 11 日 世帯の年間収入格差が拡大高齢者世帯の格差は中長期的には縮小傾向 政策調査部上席主任研究員 堀江奈保子 03-3591-1308 naoko. horie@mizuho-ri.co.jp 総務省 全国消費実態調査 によると 二人以上の世帯の年間収入格差は拡大が続いている 世帯主の年齢階級別にみると おおむね年齢の上昇とともに格差が拡大する    

    
        More information 
    




    
        次に 母親の年齢別 出生順位別の出生数をみていきましょう 図 2-1は母親の年齢別に第 1 子出生数をみるグラフです 第 1 子の出生数は20 年間で1,951 人 (34.6%) 減少しています 特に平成 18 年から平成 28 年にかけて減少率が大きく 年齢別に見ると 20~24 歳で44.8%
    

    
        
        [ 調査分析レポート No.29-4] 平成 29 年 10 月 20 日調査統計課調査分析担当 本県の出生数の動向について ( 概要 ) 本県の合計特殊出生率は近年ほぼ横ばいの状態にあり 母親世代の人口減少に伴って出生数も年々減少しています 合計特殊出生率において長年 1 位の状態にある沖縄県と比較したところ 有配偶率や出産順位別にみた父母の平均年齢 母親の年齢別出生数の構成比には大きな差はないものの    
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        ウツタイン様式を活用した救命効果の検証
    

    
        
        救急蘇生統計 ( 松江市消防本部平成 28 年 ) 平成 29 年 4 月 ウツタイン様式 Ver4.0.1 調査期間 調査対象 平成 28 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに松江消防本部管内で発生した CPA 症例を対象としました なお調査対象についてはウツタイン様式オンライン入力要領消防庁救急企画室 Ver4.0.1 の入力対象としました 調査対象症例については以下の通りです (1)    

    
        More information 
    




    
        労働力調査（詳細集計）平成29年（2017年）平均（速報）結果の概要
    

    
        
        第 1 雇用者 ( 正規, 非正規の職員 従業員別の動向など ) 1 正規の職員 従業員は56 万人増加, 非正規の職員 従業員は13 万人増加 217 年平均の役員を除く雇用者は546 万人と, 前年に比べ69 万人の増加となった このうち正規の職員 従業員は3423 万人と56 万人の増加となった 一方, 非正規の職員 従業員は236 万人と13 万人の増加となった 別にみると, 性は正規の職員    

    
        More information 
    




    
        7 対 1 10 対 1 入院基本料の対応について 2(ⅲ) 7 対 1 10 対 1 入院基本料の課題 将来の入院医療ニーズは 人口構造の変化に伴う疾病構成の変化等により より高い医療資源の投入が必要となる医療ニーズは横ばいから減少 中程度の医療資源の投入が必要となる医療ニーズは増加から横ばいにな
    

    
        
        7 対 1 10 対 1 入院基本料の対応について 2(ⅲ) 7 対 1 10 対 1 入院基本料の課題 将来の入院医療ニーズは 人口構造の変化に伴う疾病構成の変化等により より高い医療資源の投入が必要となる医療ニーズは横ばいから減少 中程度の医療資源の投入が必要となる医療ニーズは増加から横ばいになると予想される 医療ニーズに応じて適切に医療資源を投入することが 効果的 効率的な入院医療の提供にとって重要    

    
        More information 
    




    
        第 2 章高齢者を取り巻く現状 1 人口の推移 ( 文章は更新予定 ) 本市の総人口は 今後 ほぼ横ばいで推移する見込みです 高齢者数は 増加基調で推移し 2025 年には 41,621 人 高齢化率は 22.0% となる見込みです 特に 平成 27 年以降は 後期高齢者数が大幅に増加する見通しです
    

    
        
        第 2 章高齢者を取り巻く現状 1 人口の推移 ( 文章は更新予定 ) 本市の総人口は 今後 ほぼ横ばいで推移する見込みです 高齢者数は 増加基調で推移し 2025 年には 41,621 人 高齢化率は 22.0% となる見込みです 特に 平成 27 年以降は 後期高齢者数が大幅に増加する見通しです 高齢化率を国 愛知県と比較すると 2025 年時点で国から約 8.3 ポイント 愛知県から約 4.5    

    
        More information 
    




    
        多くの大学においては 新入生のオリエンテーション時やサークルの代表者に 未成年者の飲酒の防止と イッキ飲み 等過剰飲酒の禁止に関する指導や啓発が行われています また 平成 27 年度からは 県保健所 精神保健福祉センター等が中心となり 大学生向けのアルコール健康障害や適正飲酒の知識に関する出前講座を
    

    
        
        Ⅴ 具体的な取組 1 発生予防対策 対策の方向性 ( 正しい知識の普及及び不適切な飲酒を防止する社会づくり ) アルコール健康障害の発生を予防するため アルコール関連問題に関する県民の関心と理解を深め 飲酒に伴うリスクやアルコール依存症に対する正しい知識の普及を図るための教育や啓発を推進し 不適切な飲酒を防止する社会づくりを進めます (1) 教育の振興 普及啓発活動等 < 現状 課題 > ( 未成年者    

    
        More information 
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        最近の就業者の労働時間と労働時間帯の関連に関する実証分析
    

    
        
        15 年度統計関連学会連合大会 最近の就業者の労働時間と労働時間帯の関連に関する実証分析 15 年 9 月 7 日 ( 月 ) 総務省統計局労働力人口統計室長尾伸一野村大輔 研究の目的 女性の活躍推進等のため ワークライフバランスの推進が課題となっている 裁量労働制 フレックスタイム制 という新たな働き方に注目が集まる中 最近の就業者がどのように働いているかを分析することが従前以上に重要となっている    

    
        More information 
    




    
        63-3.ren
    

    
        
        人口問題研究 (J.ofPopulationProblems)63-3(2007.9)pp.42~57 研究ノート 婚姻 離婚の分析における発生年齢について 同居時 別居時年齢と届出時年齢 別府志海 人口動態統計が扱っている婚姻 離婚年齢は, 年内届出分のみを対象に同居時 別居時の年齢で表章されており, 実質的な結婚生活の開始時 終了時の年齢が把握できる一方で, 年内届出分以外の件数をどのように統計に反映させるかなどの問題点を有している.    
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        1-1 出生数 合計特殊出生率の推移 1-2 地域別合計特殊出生率の推移 1-3 出生数 出生率の推移 1-4 地域別出生率の推移 1-5 主要先進国の合計特殊出生率 1-6 地域別出生数の推移 1-7 母の年齢 (5 歳階級 ) 別非嫡出子の出生数の推移 1-8 男女別年齢階層別人口の推移 ( 山形県 ) 1-9 男女別年齢階層別人口の推移 ( 全国 ) 1-10 女性の有配偶率と有配偶出生率 (    

    
        More information 
    




    
        1 人口動態の概況 ( 平成 24 年 1 月 ~12 月 ) (1) 出生数 < 減少 > 出生数は56,943 人で前年に比べ1,116 人減少し 出生率は人口千人に対し8.0で 前年と比べ0.2ポイント低下した (2) 死亡数 < 増加 > 死亡数は59,137 人で前年に比べ1,467 人増
    

    
        
        Ⅱ 人口動態統計 < 埼玉県の人口動態概況 ( 確定数 ) について > これは 厚生労働省が平成 24 年 1 月から平成 24 年 12 月までの人口動態調査票を集計したものを年計として公表するものです また 期間中に以下のとおり市制施行がありましたが この概況においては 平成 2 4 年 12 月末日現在の市区町村名で集計しました 平成 24 年 10 月 1 日白岡町 白岡市 利用上の注意    
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        ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ 1
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        長野県の少子化の現状と課題
    

    
        
        第 1 章長野県の少子化と子育て環境の現状 1 少子化の現状 (1) 合計特殊出生率 出生数の推移 長野県の平成 25 年 (213 年 ) の合計特殊出生率は1.54で 全国平均の1.43を上回っていますが 長期的な低下傾向にあり少子化が進行しています 出生数は 平成 13 年 (21 年 ) から減少傾向が顕著であり 平成 25 年 (213 年 ) では16,326 人で 第 2 次ベビーブーム    

    
        More information 
    




    
        質問 1 何歳から 長生き だと思いますか? 男性 女性ともに 80 歳 がトップ ( 合計 :42.3% 男性 :43.2% 女性 41.3%) 平均すると 男性が 81.7 歳 女性が 83.0 歳 と女性の方がより高年齢を 長生き と思うという 傾向があり 女性の 5 人に 1 人 (20.8
    

    
        
        平成 28 年 10 月 18 日日本生命保険相互会社 ニッセイインターネットアンケート ~10 月 : 長生き に関する調査結果について ~ 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 筒井義信 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイルメニューのひとつとして ホームページ ( http://www.nissay.co.jp) 内の ご契約者さま専用サービス にて 長生き に関するアンケート調査を実施いたしました    
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        報通信の現況 コンテンツ市場の動向 マルチユース市場の内訳をみると 映像系コンテンツ 1 兆 4,243 億円の主な内訳は 地上テレビ番組が 5,074 億円 映画ソフトが 4,884 億円 衛星 CATV 番組が 3,530 億円となっている 音声系コンテンツの内訳は 音楽ソフトであり 1,353
    

    
        
        情報通信の現況208 第4 章 テキスト系コンテンツ 5 兆 4,134 億円 ( 全体の約 46%) の主な内訳は 新聞記事が 1 兆 8,722 億円 コミックが 第 2 部 情報通信の現況と政策動向 第 5 節 コンテンツ市場の動向 1 1 我が国のコンテンツ市場の現状 (1) 我が国のコンテンツ市場の規模 我が国のコンテンツ市場規模は11 兆 8,391 億円で 内訳をみるとテキスト系 映像系ともに約    
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        奥尻町人口ビジョン
    

    
        
        奥尻町人口ビジョン 平成 28 年 3 月 奥尻町 目 次 第 1 人口動向分析 1 1 時系列による人口動向分析 1 (1) 総人口の推移と将来分析 1 (2)3 区分別人口の推移 2 (3) 出生 死亡 転出の推移 3 (4) 総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響 4 2 年齢階級別の人口移動分析 5 (1) 性別 年齢階級別の人口移動の最近の状況 5 (2) 地域ブロック別の人口移動の状況    
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        第 7 回大阪市人口移動要因調査報告書 平成 27 年 3 月 大阪市都市計画局
    

    
        
        第 7 回大阪市人口移動要因調査報告書 平成 27 年 3 月 大阪市都市計画局 はじめに 本報告書は 大阪市における社会移動の状況及びその要因について調査し とりまとめたものである 転入 転出等の社会移動は 大阪市における人口変動の主たる構成要素となっており 本市施策を検討する上で重要な基礎資料となることから 平成 21 年度に続き7 回目となる 大阪市人口移動要因調査 を実施した 本報告書は 第    
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        資料 7 1 人口動態と子どもの世帯 流山市人口統計資料 (1) 総人口と年少人口の推移流山市の人口は 平成 24 年 4 月 1 日現在 166,924 人で平成 19 年から増加傾向で推移しています 人口増加に伴い 年尐人口 (15 歳未満 ) 及び年尐人口割合も上昇傾向となっています ( 人
    

    
        
        資料 7 1 人口動態と子どもの世帯 流山市人口統計資料 (1) 総人口と年少人口の推移流山市の人口は 平成 24 年 4 月 1 日現在 166,924 人で平成 19 年から増加傾向で推移しています 人口増加に伴い 年尐人口 (15 歳未満 ) 及び年尐人口割合も上昇傾向となっています ( 人 ) (%) 166,924 18, 14. 155,779 157,731 16,119 163,34    

    
        More information 
    




    
        我が国中小企業の課題と対応策
    

    
        
        資料 3 我が国中小 小規模企業を取り巻く環境と現状 平成 24 年 月 8 日 中小企業庁 本資料は 第 回法制検討ワーキンググループでの 2000 年以降の中小企業を取り巻く環境についての分析を行う必要があるのではないか との委員のご指摘等を受けて 経済社会環境の中長期的な動向 中小 小規模企業の財務 経営を中心とした状況をまとめたもの 目次. 中小 小規模企業を取り巻く経済社会環境 p. 2.    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D F8E9696B18BC790E096BE8E9197BF C52E646F63>
    

    
        
        埼玉県の人口の状況と将来見通し ( 案 ) 資料 1 1 埼玉県の人口の状況 1 総人口及び年齢別の人口構成 世帯数埼玉県の総人口は 196 年代から 199 年 ( 平成 2 年 ) にかけて急激に増加し その後 増加のペースは緩やかになったが 年 ( 平成 17 年 ) に 7 万人を超えるに至った これまで本県の人口は 国立社会保障 人口問題研究所 ( 以下 社人研 という ) の将来推計人口を上回って増加しており    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - 概要.doc
    

    
        
        平成 27 年国勢調査 ( 世帯構造等基本集計結果 ) ~ の概要 ~ 平成 29 年 12 月 経営管理部情報統計局 統計調査課 ~~~ 目 次 ~~~ 1 世帯の状況 1 2 親子の同居 非同居 2 3 母子 父子世帯 5 世帯構造等基本集計とは 世帯構造等基本集計は 全ての調査票を用いて母子 父子世帯 親子の同居等の世帯状況に関する結果について集計した確定値となります 詳細な結果は 下記 URL    

    
        More information 
    




    
        平成30年版高齢社会白書（概要版）
    

    
        
        平成 29 年度高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況 第 1 章 高齢化の状況 第 1 節 高齢化の状況 高齢化率は 27.7% 我が国の総人口は 平成 29(217) 年 1 月 1 日現在 1 億 2,671 万人 ( 表 1-1-1) 6 歳以上人口は 3,1 万人 6 歳以上人口を男女別にみると 男性は 1,26 万人 女性は 1,989 万人で 性比 ( 女性人口 1 人に対する男性人口    

    
        More information 
    




    
        人口動態から見た2025年問題
    

    
        
        重点テーマレポートレポート 経営コンサルティング本部 シリーズ 2025 年問題 1 人口動態から見た 2025 年問題 2014 年 8 月 22 日全 9 頁 2025 年の人口動態はどのようなものか? 経営コンサルティング部 主任コンサルタント 岩田豊一郎 [ 要約 ] 少子高齢化にともなう人口減少問題のメルクマールとして 団塊の世代が全て 後期高齢者 (75 歳以上 ) になる 2025 年が注目されている    

    
        More information 
    




    
        1. 北海道 ( 医師数データ集 )(218 年版 ) 目次 北海道 南渡島医療圏 南檜山医療圏 北渡島檜山医療圏 札幌医療圏 後志医療圏 南空知医療圏 中空知医療圏 北空知医
    

    
        
        1. 北海道 ( 医師数データ集 )(218 年版 ) 1. 北海道 宗谷 留萌 北空知 上川北部 上川中部 遠紋 北網 後志 札幌 中空知 南空知 富良野 十勝 釧路 根室 北渡島檜山 西胆振 東胆振 日高 南檜山 南渡島 1-1 1. 北海道 ( 医師数データ集 )(218 年版 ) 目次 北海道 1-3 1. 南渡島医療圏 1-9 2. 南檜山医療圏 1-15 3. 北渡島檜山医療圏 1-21    

    
        More information 
    




    
        ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑴ ⑵
    

    
        
            

    
        More information 
    




    
        70-4／表１～表４.pwd
    

    
        
        人口問題研究 (J.ofPopulationProblems)0-(.)pp.~ 都道府県別にみた女性の年齢 ( 歳階級 ) 別出生率および合計特殊出生率 : 年 研究所ではわが国の都道府県別出生力に関する指標の一つとして, 国勢調査年次, および0 年以降は毎年, 女性の年齢別出生率および合計特殊出生率を算出 公表している ). 今回は 年の結果について概説する. 女性の年齢別出生率および合計特殊出生率の算出に用いた資料は次の通り.    

    
        More information 
    




    
        Microsoft PowerPoint - ★グラフで見るH30年度版(完成版）.
    

    
        
        グラフで見る 福井県の女性労働 平成 30 年 8 月 福井労働局雇用環境 均等室 910-8559 福井市春山 1 丁目 1-54 福井春山合同庁舎 9 階 TEL 0776-22-3947 FAX 0776-22-4920 https://jsite.mhlw.go.jp/fukui-roudoukyoku/ 1 女性の労働力状態 福井県における女性労働力人口は 196,200 人 ( 平成 28    

    
        More information 
    




    
        小樽市における自殺の分析報告書 ( 平成 28 年度版 ) 平成 29 年 3 月 小樽市 1
    

    
        
        小樽市における自殺の分析報告書 ( 平成 28 度版 ) 平成 29 3 月 小樽市 1 もくじ はじめに P3 1 分析について P4 2 自殺者数 自殺死亡率 (1) 自殺者数 自殺死亡率 ( 総数 ) P5 (2) 自殺者数 自殺死亡率 ( 男性 ) P6 (3) 自殺者数 自殺死亡率 ( 女性 ) P8 3 性別 P10 4 齢 (1) 小樽市齢別自殺者数 ( 総数 ) P14 (2) 小樽市齢別自殺者数    

    
        More information 
    




    
        第 3 章 雇用管理の動向と勤労者生活 ては 50 歳台まで上昇する賃金カーブを描いており 他の国々に比して その上昇テンポも大きい また 第 3 (3) 2 図により勤続年数階級別に賃金カーブをみても 男女ともに 上昇カーブを描いており 男性において特に その傾きは大きくなっている なお 女性につ
    

    
        
        第 3 節 勤労者生活の課題 企業の雇用管理は 就業形態や賃金 処遇制度を通じて 人々の働き方や所得の形成を方向づけ 勤労者生活に大きな影響を及ぼすこととなる 本節では 我が国企業にみられる賃金 処遇制度の特徴を見た上で 1990 年代以降の制度見直しの動向を分析し 業績 成果主義型賃金の問題点や就業形態間の賃金格差について検討し 豊かな勤労者生活の実現に向けた今後の課題について考える 1) 我が国企業の賃金    

    
        More information 
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